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��募 集 人 員

��募 集 専 攻

【数 物 科 学 専 攻】：数学と物理学の有機的連携による新しい数物科学の教育研究を行います｡
Ⅰコース：数理構造学及び数理解析学に重点を置いたコース
Ⅱコース：計算数理学及び計算機実験学に重点を置いたコース
Ⅲコース：実験物理学及び理論物理学に重点を置いたコース
修了者の取得学位は修士 (理学又は学術) です｡
※コースの詳細は, http://www.nst.kanazawa-u.ac.jp/boshu4/kk01.htmlを参照してください｡

【電子情報工学専攻】：電気電子系と情報システム系の研究分野があり, 電気・電子・情報工学の
総合的教育研究を行います｡ 修了者の取得学位は修士 (工学又は学術) です｡
※系及び研究分野の詳細は, http://www.nst.kanazawa-u.ac.jp/boshu4/kk02.html及び (別
紙１) 受験者への注意 (20ページ) を参照してください｡

【機能機械科学専攻】：高度なものづくりに適応した機械科学の基礎から応用までの教育研究を行
います｡ 修了者の取得学位は修士 (工学又は学術) です｡

【人間・機械科学専攻】：機械工学をベースとし ｢人間との適合／支援｣, ｢自然との調和｣, ｢社会と
の共生｣ を目指した, 教育研究を行います｡ 修了者の取得学位は修士 (工学又は学術) です｡

【物 質 化 学 専 攻】：物質動態・物質機能・物質設計に関する原子・分子レベルの基礎的教育研
究を行います｡ 修了者の取得学位は修士 (理学又は学術) です｡

【物 質 工 学 専 攻】：化学工業の理論から応用までの総合的教育研究を行います｡
化学コース：化学基礎に重点をおいたコース
化学工学コース：化学工学基礎に重点をおいたコース
修了者の取得学位は修士 (工学又は学術) です｡
※コースの詳細は, http://www.nst.kanazawa-u.ac.jp/boshu4/kk06.html及び (別紙１) 受
験者への注意 (21ページ) を参照してください｡
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専 攻

募 集 人 員

一 般 選 抜

特 別 選 抜

社 会 人 外国人留学生 帰 国 子 女
金沢大学理学部
化学科以外出身者

数 物 科 学 専 攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 － －

電子情報工学専攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 若 干 名 －

機能機械科学専攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 若 干 名 －

人間･機械科学専攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 若 干 名 －

物 質 化 学 専 攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 － 若 干 名

物 質 工 学 専 攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 若 干 名 －

地 球 環 境 学 専 攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 － －

社会基盤工学専攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 若 干 名 －

生 物 科 学 専 攻 若 干 名 若 干 名 若 干 名 － －

平成21年度 (10月期入学)
金沢大学大学院自然科学研究科 (博士前期課程) 学生募集要項

一般選抜・特別選抜



【地 球 環 境 学 専 攻】：地球物質学・地球計測学・地球環境進化学に重点を置いた地球環境の物理・
化学・生物的特性の基礎的教育研究, 地球史の総合的教育研究を行います｡ 修了者の取得学位
は修士 (理学又は学術) です｡
※研究分野の詳細は, http://www.nst.kanazawa-u.ac.jp/boshu4/kk07.htmlを参照してくだ
さい｡

【社会基盤工学専攻】：自然における人為的環境の開発・制御の総合的教育研究を行います｡ 修了
者の取得学位は修士 (工学又は学術) です｡

【生 物 科 学 専 攻】：生命機構と自然史に重点を置いた分子から生態系までの生命現象の基礎的
教育研究,生命史の総合的教育研究を行います｡修了者の取得学位は修士 (理学又は学術)です｡
※研究分野の詳細は, http://www.nst.kanazawa-u.ac.jp/boshu4/kk09.htmlを参照してくだ
さい｡��入学者受入方針

【数物科学専攻】
数物科学専攻では, 自然科学の基礎をなす数学と物理学, さらに大規模計算・シミュレーション
などコンピュータを用いた新たな展開分野の教育研究を行っています｡ 自然科学の本質的なレベル
での解明を目指した理論的および実験的取り組みが行われており, このような分野に対する適性と
意欲をもって, 将来さらに研究を深めようとする人, 深い学問的素養を持って社会の発展に貢献し
ようとする人を求めています｡

【電子情報工学専攻】
電子情報工学専攻では, 創造力豊かで, 新分野開拓にも意欲を持ち, 自立心と指導力, そして国
際性を備えた, 電気・電子・情報工学・生命情報分野の研究者や技術者の育成を目指しています｡
当該分野は, 最新の情報技術から地球規模でのエネルギー対策や環境問題まで, 専門性に加えて
総合的・学際的な課題を有しております｡ 本専攻では, 講義や研究活動を通して, 高度化・深化し
た専門的学問の修得と同時に幅広い最先端技術の強化も重視しています｡ また, 留学生を交えての
学習や課題研究, 英語論文の執筆指導など, 国際人としての育成も行います｡
本専攻では, 電気・電子・情報工学系の専門知識を有していて, 自らの専門分野に強い探究心を
持ち, さらに高度な学問を学ぼうとする人が多数応募されることを期待しています｡

【機能機械科学専攻】
機械工学はあらゆる産業のモノづくりにおける基幹となる学問分野であり, これからも産業界全
体の技術革新における原動力として高度でかつ専門的な役割をはたしていくことになると思われま
す｡ これには機械工学におけるより専門的知識を持つ人材の輩出を必要としています｡ 機能機械科
学専攻では, それらの基礎となる数学, 物理学を含めたモノづくりに関するあらゆる分野に必須と
されるより専門的な素養の体得を目指した教育と研究を行います｡
本専攻では, 上述の社会的要求に応え, 機械工学におけるより深い専門的知識を持つ人材の輩出
を目標とし, 自己が持つ機械工学の素養を活かし, より高度なモノづくりへの興味と, 信頼性の高
い機械を設計することに情熱と意欲を持つ諸君のチャレンジを期待します｡

【人間・機械科学専攻】
機械科学と技術の高度な発展により, 人間が利用する機械や技術はますます多様化し, 人間との
適合をより深く考えた技術と工学が必要になっています｡ また, 技術の利用が自然環境に与える影
響が大きくなり, 自然環境の保全と有効利用を考えた技術システムの構築が不可欠となっています｡
社会における技術と社会的役割はますます大きくなっており, 技術者の社会的責任と技術の社会シ
ステムとの適合が重要になっています｡ 人間・機械科学専攻では, 機械科学をより深く学ぶととも
に, 人間や自然のメカニズムをよく理解し, 人間支援に役立つ技術の設計・生産へ応用すること,
自然環境を保全し, 有効利用をはかる技術システムを開発すること, 社会における技術および技術
者の責務とシステムを明らかにすることなどについて教育と研究を行います｡ 21世紀の日本と世界
を担うエンジニアの高い志を持った諸君のチャレンジを期待します｡

【物質化学専攻】
物質化学専攻では, 物質の性質・構造・反応などに内在する基本的原理を原子核レベルから分子
集合系レベルまでの広い範囲にわたって理解し, 自然界の多様な物質の機能・現象の本質の解明と
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有用な機能を持つ新物質の創造を目指した教育・研究を行っています｡ そこでは, 幅広い化学の基
礎学力や語学力を駆使した発展的な学習の努力を自ら続けるとともに, 教員との person to person
の指導のもとで行われる課題研究を通じて, いろいろな知識と研究手法を積極的に吸収しながら失
敗を成功に導く柔軟な思考力と精神力を培い, 課題探求能力, 未知の領域に挑戦する勇気と自信,
一つのことをやり遂げる気力と集中力など実社会が求める資質を備えた人材の育成を行います｡ そ
のような教育・研究の場では, 物質界の不思議さに魅力を感じる感覚の鋭さ, 地道な学習と研究に
おいて労を惜しまないことや体力も大切です｡ 常に成長することを指向する諸君が, 研究成果と人
材の養成を通じて自然と調和した人間文化の発展に寄与し続ける物質化学専攻に入学されることを
期待します｡

【物質工学専攻】
物質工学専攻は, 物質をキーワードとして, 現代・未来における人間社会や社会環境の発展・変
革に貢献できる研究者・技術者を育てることを目指している化学系専攻です｡
近年の化学工業の技術革新は, 新規物質・機能性材料の開発, 化学プロセスの開発・高効率化な
ど, よりファイン化に向かってめざましい進歩を遂げつつあります｡ 一方では, 人間と自然との共
生の重要性の認識から, 資源エネルギー問題, 環境問題など化学技術者が活躍する分野が広がって
います｡
本専攻では, これらの学問分野での高度な専門知識と幅広い視野の修得を目指し, 講義, 演習,
課題研究を通して教育を行います｡ 化学あるいは化学工学の専門分野の知識を有し, 自然環境に調
和した社会の確立と産業の発展・構築を目標に積極的にチャレンジする, 意欲ある多数の学生諸君
の応募を期待します｡

【地球環境学専攻】
地球環境学専攻では, ｢広い視野と長い目で地球と人類の過去と未来を探る｣ という観点から地
球の過去, 現在そして未来を地球内部と地球表層部の構造や動態から明らかにしようとすることを
目的としています｡
地球の構造, 構成物質それらの循環等の固体地球に関する諸分野の研究が諸科学の総合的な見地
に基づいて進められています｡ また, 固体地球の表層部に展開する動態についても気候変動や地殻
変動に対応した自然環境と人間活動の時系列変化の系統的な把握を進めるとともに, 地圏や気水圏
に関する地球科学の有機的な結合に基づいた解析が行われています｡ 地球のあらゆる現象に関して
興味を持つ人, その解明のために思索する人・行動する人を求めています｡

【社会基盤工学専攻】
人類の文化を支え, 近代文明を推進してきた最も歴史の古い学問である土木工学を中心とし, 近
年とくに重要性が増してきている都市・環境問題などに対応し, 安全で快適な国土や都市づくりに
寄与する技術者・研究者を育成することを目標としています｡ そのために関連する都市工学, 環境
工学などの学識も修得しつつ, さらに広い視野と高度な技術および広範な応用能力を持つための教
育と養成を行っています｡
研究指導方針としては, 総合技術者の養成を目的とする学部教育と異なり, より専門的かつ高度
な内容の講義・演習を行い, 現代のニーズに応じた最新の課題が処理できる能力を養っていますの
で, この分野で積極的に活躍しようとする多くの学生を求めています｡ さらに, 複合領域も多いこ
とから, 土木工学系以外の学科・学部の出身者に対しては特別選抜でも受け入れています｡

【生物科学専攻】
生物科学専攻では, 生物多様性および系統進化の道筋, 遺伝子およびタンパク質の動態を総合的
に研究します｡ 先端レベルの生化学・分子生物学実験とともに, 森林や海洋でのフィールド実習を
とおして, 生命科学の深い知識と洞察力をもち, 様々な環境問題にも対処できる人材を育成します｡
自然と人間を愛し, そして科学や技術の創造をとおして社会貢献をめざす個性的で知的好奇心旺盛
な人を求めます｡
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� � 一 般 選 抜

１. 出 願 資 格
博士前期課程に出願することのできる者は, 次の各号の一に該当する者とします｡

� 学校教育法第83条に定める大学を卒業した者及び平成21年９月30日までに卒業見込みの者
� 学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び平成21年９月30日まで
に学士の学位を授与される見込みの者

� 修業年限２年の短期大学に置かれた修業年限２年の専攻科, 修業年限３年の短期大学に置かれ
た修業年限１年の専攻科, 高等専門学校に置かれた修業年限２年の専攻科のいずれかであって,
学位規則第６条第１項の規定に基づき独立行政法人大学評価・学位授与機構が定めている要件を
満たすものとして認定された専攻科を修了し, 学士の学位を授与された者及び平成21年９月30日
までに修了見込みの者で, 平成21年９月30日までに学士の学位を授与される見込みのもの

� 外国において, 学校教育における16年の課程を修了した者及び平成21年９月30日までに修了見
込みの者 (注１)

� 我が国において, 外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定する当該課程を修了した者及び平成21年
９月30日までに修了見込みの者 (注１)

� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の
学校教育における16年の課程を修了した者及び平成21年９月30日までに修了見込みの者 (注１)

� 学校教育法施行規則第155条第１項第６号の規定に基づき文部科学大臣が指定した者 (注１)
� 専修学校の専門課程 (修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満
たすものに限る｡) で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し
た者及び平成21年９月30日までに修了見込みの者 (注１)

� 学校教育法第102条第２項の規定により本研究科以外の大学院に入学した者であって, 当該者
を本研究科において, 大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの (注２)

� 次の①から④に該当する者であって, 本研究科が定める単位を優秀な成績で修得したと認めた
もの (注２)
① 平成21年９月30日までに学校教育法第83条に定める大学に３年以上在学見込みの者 (注３)
② 外国において学校教育における15年の課程を修了した者及び平成21年９月30日までに修了見
込みの者
③ 我が国において, 外国の大学における15年の課程を有するものとして当該外国の学校教育制
度において位置付けられた教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定する当該課程を修了し
た者及び平成21年９月30日までに修了見込みの者
④ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国
の学校教育における15年の課程を修了した者及び平成21年９月30日までに修了見込みの者

� 本研究科において, 個別の入学資格審査により, 大学を卒業した者と同等以上の学力があると
認めた者で, 平成21年９月30日までに22歳に達するもの (注２)

注１. 出願資格� , � , � , � 又は� により出願しようとする者は, 平成21年6月9日(火)までに出願書類
を提出してください｡ 事前にその資格を確認します｡

注２. 出願資格� , � 又は� により出願しようとする者は, その旨を事前に申し出た上, 平成21年6月9日
(火)までに出願書類を当該専攻の出願先係まで提出してください｡ 事前審査に必要な書類等について
通知します｡ ただし, 出願資格� の①により電子情報工学専攻, 機能機械科学専攻, 人間・機械科学
専攻, 物質工学専攻, 社会基盤工学専攻に出願しようとする場合は, 注3の� を参照してください｡

注３. � 出願資格� の①については, 学校教育法の規定に基づき, 大学に ｢編入学｣ した者 (短期大学
や高等専門学校等を卒業した者などが対象) は, 適用されません｡ なお, 休学した期間は, 在学
期間に含めないものとします｡

� 電子情報工学専攻, 機能機械科学専攻, 人間・機械科学専攻, 物質工学専攻, 社会基盤工学専
攻に出願しようとする場合は, ①から②によります｡
① 出願資格審査の要件は, 次のとおりです｡
ア 出願時の成績証明書に記載されている修得単位数の9/10以上が80％以上の評価をされてい
る者で, ３年次末においても同様の成績基準を満たす見込みのもの
イ ４年次に履修すべき必修科目などを除き, 平成21年９月30日までに卒業資格となるすべて
の単位を十分に余裕をもって修得する見込みの者

② 出願前に個別に出願資格審査を行いますので, 出願書類及び次の書類を平成21年６月９日(火)
までに当該専攻の出願先係に提出してください｡
ア 推薦書 (様式随意｡ 厳封したもの｡ 関係教員が記入し, 学長又は所属長が推薦する｡)
イ 履修の手引 (授業内容一覧を含む｡ 本学工学部在学者は不要｡)
ウ 在学期間証明書 (休学期間の有無を明記したもの｡ 本学工学部在学者は不要｡)
エ 成績証明書
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